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ソリューションの概要

本マニュアルでは、デバイスを音声システムにアクセスさせる方法と、インターフェースからデ
バイスを直接設定する方法について説明します。

音声またはビデオ管理ソフトウェアを使用している場合は、それらのソフトウェアを使用してデ
バイスを設定できます。音声システムを制御するには、以下の管理ソフトウェアを使用できま
す。

• AAXXIISS AAuuddiioo MMaannaaggeerr EEddggee - 小規模システム向け音声管理ソフトウェアです。ファーム
ウェアが10.0以上のすべての音声デバイスにはプリインストールされています。
– AXIS Audio Manager Edge ユーザーマニュアル

• AAXXIISS AAuuddiioo MMaannaaggeerr PPrroo - 大規模システム向けの高度な音声管理ソフトウェアです。
– AXIS Audio Manager Pro ユーザーマニュアル

• AAXXIISS CCaammeerraa SSttaattiioonn PPrroo - 大規模システム向けの高度なビデオ管理ソフトウェアです。
– AXIS Camera Station Proユーザーマニュアル

詳細については、音声管理ソフトウェアを参照してください。
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インストール

このビデオを見るには、このドキュメントのWebバージョンにアク
セスしてください。

インストールガイド (pdf) をダウンロードする:
• axis.com/products/axis-c8110/support#support-resources

AXIS C8110 Network Audio Bridge
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使用に当たって

ネットワーク上のデバイスを検索する

Windows®で検索したAxisデバイスにIPアドレスの割り当てを行うには、AXIS IP Utilityまたは
AXIS Device Managerを使用します。いずれのアプリケーションも無料で、axis.com/supportから
ダウンロードできます。

IPアドレスの検索や割り当てを行う方法の詳細については、IPアドレスの割り当てとデバイスへの
アクセス⽅法を参照してください。

ブブララウウザザーーササポポーートト

以下のブラウザーでデバイスを使用できます。

ChromeTM EdgeTM Firefox® Safari®

Windows® ✓ ✓ * *

macOS® ✓ ✓ * *

Linux® ✓ ✓ * *

その他のオペ
レーティングシ
ステム

* * * *

✓: 推奨:

*: 制限付きでサポート

デバイスへのアクセス

1. ブラウザーを開き、AxisデバイスのIPアドレスまたはホスト名を入力します。
2. ユーザー名とパスワードを入力します。初めて装置にアクセスする場合は、rootパスワード
を設定する必要があります。rootアカウントの新しいパスワードを設定する, on page 4を参
照してください。

rroooottアアカカウウンントトのの新新ししいいパパススワワーードドをを設設定定すするる

重要
デフォルトの管理者ユーザー名はrroooottです。rootのパスワードを忘れた場合は、デバイスを工
場出荷時の設定にリセットしてください。工場出荷時の設定にリセットする, on page 14を参照
してください

このビデオを見るには、このドキュメントのWebバージョンにアク
セスしてください。

サポートのヒント:パスワードセキュリティ確認チェック

1. パスワードを入力します。安全なパスワードを設定する手順に従います。安全なパスワー
ド, on page 5を参照してください。

2. パスワードを再入力して、スペルを確認します。
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3. [保保存存] をクリックします。これでパスワードが設定されました。

安安全全ななパパススワワーードド

重要
ネットワーク上でパスワードやその他の機密設定を行う場合は、HTTPS (デフォルトで有効に
なっています) を使用してください。HTTPSを使用すると、安全で暗号化された形でネットワー
クに接続できるため、パスワードなどの機密データを保護できます。

デバイスのパスワードは主にデータおよびサービスを保護します。Axisデバイスは、さまざまなタ
イプのインストールで使用できるようにするためパスワードポリシーを強制しません。

データを保護するために、次のことが強く推奨されています。

• 8文字以上のパスワードを使用する (できればパスワード生成プログラムで作成する)。
• パスワードを公開しない。
• 一定の期間ごとにパスワードを変更する (少なくとも年に1回)。

AXIS C8110 Network Audio Bridge
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追加設定

音声の検知と録音

音声を検知して録音する1つの方法は、マイクを音声ブリッジのライン入力コネクターに接続する
ことです。屋外環境では、AXIS TU1002-VE Microphone Kitを使用できます。

このビデオを見るには、このドキュメントのWebバージョンにアク
セスしてください。

AXIS TU1002-VEを使用したブリッジの設置

ダイレクトSIP (P2P) を設定する

同じIPネットワーク内の少数のユーザーエージェント間で通信が行われ、PBXサーバーが提供する
追加機能が必要ない場合は、ピアツーピアを使用します。P2Pの仕組みをよりよく理解するには、
ピアツーピアSIP (P2PSIP), on page 11 を参照してください。

設定オプションの詳細については、を参照してください。

1. [SSyysstteemm ((シシスステテムム))] > [SSIIPP] > [SSIIPP sseettttiinnggss ((SSIIPP設設定定))] に移動し、[EEnnaabbllee SSIIPP ((SSIIPPのの有有効効
化化))] を選択します。

2. デバイスでの着信呼び出しの受信を許可するには、[AAllllooww iinnccoommiinngg ccaallllss ((着着信信呼呼びび出出しし
をを許許可可))] を選択します。

3. [CCaallll hhaannddlliinngg ((呼呼びび出出ししのの処処理理))] で、呼び出しのタイムアウトと継続時間を設定します。
4. [PPoorrttss ((ポポーートト))] で、ポート番号を入力します。
– SSIIPP ppoorrtt ((SSIIPPポポーートト)) - SIP通信に使用するネットワークポートです。このポートを経

由する信号トラフィックは暗号化されません。デフォルトポート番号は5060です。
必要に応じて異なるポート番号を入力します。

– TTLLSS ppoorrtt ((TTLLSS ポポーートト)) - 暗号化されたSIP通信に使用するネットワークポートです。
このポートを経由する信号トラフィックは、Transport Layer Security (TLS) を使用し
て暗号化されます。デフォルトポート番号は5061です。必要に応じて異なるポート
番号を入力します。

– [RRTTPP ssttaarrtt ppoorrtt ((RRTTPP開開始始ポポーートト))] - SIP呼び出しの最初のRTPメディアストリームで
使用するポートを入力します。メディア転送のデフォルトの開始ポートは4000で
す。ファイアウォールによっては、特定のポート番号のRTPトラフィックをブロック
する場合があります。ポート番号は1024～65535の間で指定する必要があります。

5. [NNAATT ttrraavveerrssaall ((NNAATTトトララババーーササルル))] で、NATトラバーサル用に有効にするプロトコルを選
択します。

注
NATトラバーサルは、デバイスがNATルーターまたはファイアウォール経由でネットワークに
接続している場合に使用します。詳細については、NATトラバーサル, on page 12を参照してく
ださい。
6. [AAuuddiioo ((音音声声))] で望ましい音声品質で、SIP呼び出しの音声コーデックを1つ以上選択しま
す。ドラッグアンドドロップして、優先順位を変更します。

7. [AAddddiittiioonnaall ((追追加加))] で、追加のオプションを選択します。
– UUDDPP--ttoo--TTCCPP sswwiittcchhiinngg ((UUDDPP かかららTTCCPPへへのの切切りり替替ええ)) - 通話でトランスポートプロ

トコルをUDP (User Datagram Protocol) からTCP (Transmission Control Protocol) に
一時的に切り替えることを許可するかどうかを選択します。切り替えるのはフラグ

AXIS C8110 Network Audio Bridge
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メンテーションを避けるためであり、要求が200バイト以内または1300バイト以上
の最大転送ユニット (MTU) の場合に実行されます。

– AAllllooww vviiaa rreewwrriittee ((経経由由ののリリラライイトトをを許許可可)) - ルーターのパブリックIPアドレスでは
なく、ローカルIPアドレスを送信する場合に選択します。

– AAllllooww ccoonnttaacctt rreewwrriittee ((連連絡絡先先書書きき換換ええのの許許可可)) - ルーターのパブリックIPアドレス
ではなく、ローカルIPアドレスを送信する場合に選択します。

– RReeggiisstteerr wwiitthh sseerrvveerr eevveerryy ((ササーーババーーへへのの登登録録をを毎毎回回行行うう)) - 既存のSIPアカウント
で、デバイスをSIPサーバーに登録する頻度を設定します。

– DDTTMMFF ppaayyllooaadd ttyyppee ((DDTTMMFFのの積積載載タタイイププ)) - DTMFのデフォルトの積載タイプを変更
します。

8. [保保存存] をクリックします。

サーバーを介してSIPを設定する (PBX)

ユーザーエージェントどうしがIPネットワーク内外で通信する場合は、PBXサーバーを使用しま
す。PBXプロバイダーによっては、設定に機能が追加される場合があります。P2Pの仕組みをより
よく理解するには、構内交換機 (PBX), on page 11 を参照してください。

設定オプションの詳細については、を参照してください。

1. PBXプロバイダーから以下の情報を入手してください。
– ユーザーID
– ドメイン
– パスワード
– 認証ID
– 呼び出し側ID
– レジストラ
– RTP開始ポート
2. 新しいアカウントを追加するには、[SSyysstteemm ((シシスステテムム))] > [SSIIPP] > [SSIIPP aaccccoouunnttss ((SSIIPPアアカカ
ウウンントト))] に移動し、[++ AAccccoouunntt ((++ アアカカウウンントト))] をクリックします。

3. PBXプロバイダーから受け取った詳細情報を入力します。
4. [RReeggiisstteerreedd ((登登録録済済みみ))] を選択します。
5. Transport mode (伝送モード)を選択します。
6. [保保存存] をクリックします。
7. ピアツーピアの場合と同じ方法でSIPを設定します。詳細については、ダイレクトSIP (P2P)
を設定する, on page 6 を参照してください。

イベントのルールを設定する

特定のイベントが発生したときにデバイスにアクションを実行させるように、ルールを作成する
ことができます。ルールは条件とアクションで構成されます。条件を使用して、アクションをト
リガーすることができます。たとえば、デバイスはスケジュールに従って、または呼び出しを受
信したときに音声クリップを再生したり、デバイスのIPアドレスが変更されたときに電子メールを
送信したりすることができます。

詳細については、「イベントのルールの使用開始」を参照してください。

カカメメララがが動動ききをを検検知知ししたたととききにに音音声声をを再再生生すするる

この例では、Axisネットワークカメラが動きを検知したときにオーディオクリップを再生するため
の音声デバイスの設定方法について説明します。

AXIS C8110 Network Audio Bridge
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要要件件
• Axis音声デバイスとAxisネットワークカメラが同じネットワーク上に配置されている。
• 動体検知アプリケーションが設定済みでカメラで実行中である。
1. オーディオクリップのリンクを準備する:
1.1. [AAuuddiioo ((音音声声))] > [AAuuddiioo cclliippss ((音音声声ククリリッッププ))] に移動します。

1.2. 音声クリップで > [[CCrreeaattee lliinnkk ((リリンンククのの作作成成))]]をクリックします。
1.3. クリップの音量と繰り返し回数を設定します。
1.4. コピーアイコンをクリックして、リンクをコピーします。

2. アクションルールの作成
2.1. [SSyysstteemm ((シシスステテムム))] > [EEvveennttss ((イイベベンントト))] > RReecciippiieennttss ((送送信信先先))] に移動します。
2.2. [++ AAdddd rreecciippiieenntt ((++ 送送信信先先のの追追加加))] をクリックします。
2.3. 送信先の名前 (「Speaker」など) を入力します。

2.4. [TTyyppee ((タタイイププ))] ドロップダウンリストから [HHTTTTPP] を選択します。

2.5. 音声デバイスで設定したリンクを [UURRLL] フィールドにペーストします。
2.6. 音声デバイスのユーザー名とパスワードを入力します。
2.7. [保保存存] をクリックします。
2.8. [RRuulleess ((ルルーールル))] に移動し、[++ AAdddd aa rruullee ((++ ルルーールルのの追追加加))] をクリックします。
2.9. アクションルールの名前 (「Play clip」など) を入力します。

2.10. [CCoonnddiittiioonn ((条条件件))] 一覧の [AApppplliiccaattiioonnss ((アアププリリケケーーシショョンン))] で、ビデオ動体検知
の代替を選択します。

注
ビデオ動体検知のオプションがない場合は、[AAppppss ((アアププリリ))] に移動し、[AAXXIISS VViiddeeoo MMoottiioonn
DDeetteeccttiioonn] をクリックして、動体検知をオンにします。
2.11. [AAccttiioonn ((アアククシショョンン))] リストから [SSeenndd nnoottiiffiiccaattiioonn tthhrroouugghh HHTTTTPP ((HHTTTTPPでで通通知知

をを送送信信すするる))] を選択します。
2.12. [RReecciippiieenntt ((送送信信先先))] で送信先を選択します。
2.13. SSaavvee ((保保存存)) をクリックします。

DDTTMMFFでで音音声声をを停停止止すするる

この例では、次の方法について説明します。
• デバイスでDTMFを設定する。
• DTMFコマンドがデバイスに送信されたときに音声を停止するイベントを設定する
1. [SSyysstteemm ((シシスステテムム))] > [SSIIPP] > [SSIIPP sseettttiinnggss ((SSIIPP設設定定))] に移動します。

2. [EEnnaabbllee SSIIPP ((SSIIPPのの有有効効化化))] がオンになっていることを確認します。
オンにする必要がある場合は、必ず [SSaavvee ((保保存存))] をクリックしてください。

3. SSIIPP aaccccoouunnttss ((SSIIPPののアアカカウウンントト))に移動します。

4. SIPアカウントの横にある > [[EEddiitt ((編編集集))]]をクリックします。
5. [DDTTMMFF] で [++ DDTTMMFFシシーーケケンンスス] をクリックします。
6. [シシーーケケンンスス] に「1」を入力します。
7. [DDeessccrriippttiioonn ((説説明明))] に「音声の停止」と入力します。
8. [保保存存] をクリックします。

AXIS C8110 Network Audio Bridge
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9. [SSyysstteemm > EEvveennttss > RRuulleess (システム >イベント>ルール)] に移動し、[++ AAdddd aa rruullee ((ルルーー
ルルのの追追加加))] をクリックします。

10. [NNaammee ((名名前前))] に「DTMF stop audio (DTMF音声の停止)」と入力します。
11. [CCoonnddiittiioonn ((条条件件))] で [DDTTMMFF] を選択します。
12. [DDTTMMFFイイベベンントトIIDD] で [音音声声のの停停止止] を選択します。
13. [AAccttiioonn ((アアククシショョンン))] で [SSttoopp ppllaayyiinngg aauuddiioo cclliipp ((オオーーデディィオオククリリッッププのの再再生生をを停停止止))]
を選択します。

14. [保保存存] をクリックします。

着着信信SSIIPP呼呼びび出出ししのの音音声声のの設設定定

SIP呼び出しの受信時に音声クリップを再生するルールを設定できます。

音声クリップの終了後にSIP呼び出しに自動的に応答する追加ルールを設定することもできます。
このルールは、アラームオペレーターが音声デバイスの近くの人に注意を促し、通信回線を確立
したい場合に便利です。この操作は、音声デバイスにSIP呼び出しを行い、音声デバイスで音声ク
リップを再生してデバイスの近くの人に警告することで行われます。音声クリップの再生が停止
すると、SIP呼び出しは音声デバイスによって自動的に応答され、アラームオペレーターと音声デ
バイスの近くの人の間の通信が行われます。

SIP設定を有効にする:
1. WebブラウザでIPアドレスを入力して、スピーカーのデバイスインターフェースに移動し
ます。

2. [[SSyysstteemm ((シシスステテムム))]] > [[SSIIPP]] > [[SSIIPP sseettttiinnggss ((SSIIPP設設定定))]]に移動し、[[EEnnaabbllee SSIIPP ((SSIIPPのの有有効効
化化))]]]]を選択します。

3. デバイスでの着信呼び出しの受信を許可するには、[[AAllllooww iinnccoommiinngg ccaallllss ((着着信信呼呼びび出出しし
をを許許可可))]]を選択します。

4. [[SSaavvee ((保保存存))]]をクリックします。
5. [[SSIIPP aaccccoouunnttss ((SSIIPPののアアカカウウンントト))]]に移動します。

6. SIPアカウントの横にある > [[EEddiitt ((編編集集))]]をクリックします。
7. [AAnnsswweerr aauuttoommaattiiccaallllyy ((自自動動応応答答))] のチェックを外します。

SIP呼び出しの受信時に音声を再生する:
1. [[SSeettttiinnggss ((設設定定))]] >> [[SSyysstteemm ((シシスステテムム))]] >> [[EEvveennttss ((イイベベンントト))]] >> [[RRuulleess ((ルルーールル))]]に移動し
て値を追加します。

2. ルールの名前を入力します。
3. 条件の一覧で[[SSttaattee ((状状態態))]]を選択します。
4. 状態の一覧で、[RRiinnggiinngg ((呼呼びび出出しし中中))] を選択します。

5. アクションのリストで[[PPllaayy aauuddiioo cclliipp ((音音声声ククリリッッププのの再再生生))]]を選択します。

6. クリップのリストで、再生する音声クリップを選択します。
7. 音声クリップを繰り返す回数を選択します。0は「1回再生」を意味します。
8. [[SSaavvee ((保保存存))]]をクリックします。

音声クリップの終了後、SIP呼び出しに自動的に応答する:
1. [[SSeettttiinnggss ((設設定定))]] >> [[SSyysstteemm ((シシスステテムム))]] >> [[EEvveennttss ((イイベベンントト))]] >> [[RRuulleess ((ルルーールル))]]に移動し
て値を追加します。

2. ルールの名前を入力します。
3. 条件の一覧で[[AAuuddiioo cclliipp ppllaayyiinngg ((音音声声ククリリッッププをを再再生生中中))]]を選択します。

4. [UUssee tthhiiss ccoonnddiittiioonn aass aa ttrriiggggeerr ((ここのの条条件件ををトトリリガガーーととししてて使使用用すするる))]] ををオオンンににししまま
すす。。

AXIS C8110 Network Audio Bridge
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5. [IInnvveerrtt tthhiiss ccoonnddiittiioonn ((ここのの条条件件をを逆逆ににすするる))] をオンにします。
6. [++ AAdddd aa ccoonnddiittiioonn ((++ 条条件件のの追追加加))] をクリックして、イベントに2つ目の条件を追加しま
す。

7. 条件の一覧で[[SSttaattee ((状状態態))]]を選択します。
8. 状態の一覧で、[RRiinnggiinngg ((呼呼びび出出しし中中))] を選択します。

9. アクションの一覧で[[AAnnsswweerr CCaallll ((呼呼びび出出ししにに応応答答すするる))]]を選択します。
10. [[SSaavvee ((保保存存))]]をクリックします。

AXIS C8110 Network Audio Bridge
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詳細情報

セッション開始プロトコル (SIP)

セッション開始プロトコル (SIP) を使用して、VoIP呼び出しを設定、維持、および終了します。2つ
以上のグループ (SIPユーザーエージェント) の間で呼び出しを行うことができます。SIP呼び出し
は、SIP電話、ソフトフォン、SIP対応Axisデバイスなどを使用して行うことができます。

実際の音声またはビデオは、RTP (Real-time Transport Protocol) などのトランスポートプロトコル
を使用して、SIPユーザーエージェントの間で交換されます。

ピアツーピア設定を使用するか、PBXを使用したネットワークを通じて、ローカルネットワークで
呼び出しを行うことができます。

ピアツーピアSIP (P2PSIP)

最も基本的なタイプのSIP通信は、2つ以上のSIPユーザーエージェントの間で直接行われます。こ
れは、ピアツーピアSIP (P2PSIP) と呼ばれます。ローカルネットワーク上で行われる場合、必要な
のはユーザーエージェントのSIPアドレスだけです。この場合、通常のSIPアドレスはsip:
<local-ip>です。

例:

ピアツーピアSIP設定を使用して、同じネットワーク上の音声デバイスを呼び出すように、SIP対応
電話を設定することができます。

構内交換機 (PBX)

ローカルIPネットワークの外部でSIP呼び出しを行うときは、構内交換機 (PBX) をセンターハブとし
て機能させることができます。PBXの主要コンポーネントはSIPサーバーです。これは、SIPプロキ
シーまたはレジストラとも呼ばれます。PBXは従来の電話交換台のように動作します。クライアン
トの現在の状態を表示し、呼転送、ボイスメール、リダイレクトなどを行うことができます。

PBX SIPサーバーは、ローカルエンティティまたはオフサイトとして設定することができます。イ
ントラネットまたはサードパーティのプロバイダーによってホストすることができます。ネット
ワーク間でSIP呼び出しを行うと、呼び出しは一連のPBXによって到達先のSIPアドレスの場所を照
会し、ルーティングされます。

各SIPユーザーエージェントは、PBXに登録することで、正しい内線番号をダイヤすると該当の
エージェントに到達できるようになります。この場合、通常のSIPアドレスはsip:
<user>@<domain>またはsip:<user>@<registrar-ip>です。SIPアドレスはそのIPアドレス
とは無関係であり、PBXはデバイスがPBXに登録されている間は、そのデバイスをアクセス可能に
します。

例:

SIP

sip:192.168.1.101 sip:192.168.1.100

AXIS C8110 Network Audio Bridge
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NATトラバーサル

NAT (ネットワークアドレス変換) トラバーサルは、プライベートネットワーク (LAN) 上にあるAxis
デバイスに、そのネットワークの外部からアクセスできるようにする場合に使用します。

注
ルーターが、NATトラバーサルとUPnP®に対応している必要があります。

NATトラバーサルプロトコルは個別に使用することも、ネットワーク環境に応じたさまざまな組み
合わせで使用することもできます。

• IICCEE - ICE (双方向接続性確立) プロトコルを使用することで、ピアデバイス間の通信を成功さ
せるために最も効率のよいパスを見つけやすくなります。STUNやTURNも有効にすると、
さらにICEプロトコルで見つけやすくなります。

• SSTTUUNN - STUN (NATのためのセッショントラバーサルユーティリティ) は、Axisデバイスが
NATまたはファイアウォールを経由して配置されているかどうかを特定し、経由している
場合に、リモートホストへの接続のために割り当てるマッピングされたパブリックIPアドレ
スとポート番号を取得できるようにする、クライアント/サーバーネットワークプロトコル
です。IPアドレスなどのSTUNサーバーアドレスを入力します。

• TTUURRNN - TURN (NATに関するリレーを使用したトラバーサル) は、NATルーターまたはファイ
アウォールを経由するデバイスが、TCPやUDPを介して他のホストから着信データを受信で
きるようにするプロトコルです。TURNサーバーアドレスとログイン情報を入力します。

分析機能とアプリ

分析機能とアプリを使用することで、Axisデバイスをより活用できます。AXIS Camera Application
Platform (ACAP) は、サードパーティによるAxisデバイス向けの分析アプリケーションやその他の
アプリの開発を可能にするオープンプラットフォームです。アプリとしては、デバイスにプリイ
ンストール済み、無料でダウンロード可能、またはライセンス料が必要なものがあります。

Axisの分析機能とアプリのユーザーマニュアルは、help.axis.comから参照できます。

AAXXIISS CClliieenntt ffoorr UUnniiffiieedd CCoommmmuunniiccaattiioonn SSyysstteemmss

このアプリケーションを使うと、SIP対応のAxisデバイスと、リンクされたMicrosoft® Teamsアカウ
ントの間で通話できます。詳細については、AXIS Client for Unified Communication Systemsの
ユーザーマニュアルを参照してください。

SIP SIP

SIP

sip:myspeaker@company.com

       PBX
sip.company.com

sip:office@company.com

sip:myspeaker@company.com

AXIS C8110 Network Audio Bridge
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webインターフェース

AXIS OS搭載デバイスのWebインターフェースで利用可能なすべての機能と設定については、AXIS
OS Webインターフェースのヘルプに移動します。

AXIS C8110 Network Audio Bridge
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トラブルシューティング

工場出荷時の設定にリセットする

重要
工場出荷時の設定へのリセットは慎重に行ってください。工場出荷時の設定へのリセットを行
うと、IPアドレスを含むすべての設定が工場出荷時の値にリセットされます。

本製品を工場出荷時の設定にリセットするには、以下の手順に従います。

1. 本製品の電源を切ります。
2. コントロールボタンを押した状態で電源を再接続します。製品概要, on page 17を参照して
ください。

3. ステータスLEDが再び黄色に変わるまで、コントロールボタンを押し続けます (10秒間)。
4. コントロールボタンを放します。プロセスが完了すると、ステータスLEDが緑色に変わりま
す。ネットワーク上にDHCPサーバーがない場合、装置のIPアドレスのデフォルトは次のい
ずれかになります。
– AAXXIISS OOSS 1122..00以以降降のの装装置置:: リンクローカルアドレスサブネット（169.254.0.0/16）か

ら取得
– AAXXIISS OOSS 1111..1111以以前前のの装装置置:: 192.168.0.90/24

5. インストールおよび管理ソフトウェアツールを使用して、IPアドレスの割り当て、パスワー
ドの設定、製品へのアクセスを行います。

装置のwebインターフェースを使用して、各種パラメーターを工場出荷時の設定に戻すこともでき
ます。[MMaaiinntteennaannccee ((メメンンテテナナンンスス)) > FFaaccttoorryy ddeeffaauulltt ((工工場場出出荷荷時時のの設設定定))] に移動し、[DDeeffaauulltt
((デデフフォォルルトト))] をクリックします。

AXIS OSの現在のバージョンを確認する

装置の機能はAXIS OSによって決まります。問題のトラブルシューティングを行う際は、まずAXIS
OSの現在のバージョンを確認することをお勧めします。最新バージョンには、特定の問題の修正
が含まれていることがあります。

AXIS OSの現在のバージョンを確認するには:

1. 装置のwebインターフェース> [SSttaattuuss ((スステテーータタスス))] に移動します。
2. [DDeevviiccee iinnffoo ((デデババイイスス情情報報))] で、AXIS OSのバージョンを確認します。

AXIS OSをアップグレードする

重要
• デバイスソフトウェアのアップグレードでは、既定の設定とカスタマイズ設定が保存され
ます。Axis Communications ABは、新しいAXIS OSバージョンで機能が利用可能であって
も、設定が保存されることを保証できません。

• AXIS OS 12.6以降、お使いのデバイスの現在のバージョンからアップグレードバージョンま
でのすべてのLTSバージョンをインストールする必要があります。たとえば、現在インス
トールされているデバイスソフトウェアのバージョンがAXIS OS 11.2の場合、
デバイスをAXIS OS 12.6にアップグレードする前に、LTSバージョンであるAXIS OS 11.11を
インストールする必要があります。詳しくは、AXIS OS Portal: アップグレードパスを参照し
てください。

• アップグレードプロセス中は、デバイスを電源に接続したままにしてください。

注
• アクティブトラックのAXIS OSの最新バージョンで装置をアップグレードすると、製品に最
新機能が追加されます。アップグレードする前に、AXIS OSと共に提供されるアップグレー
ド手順とリリースノートを必ずお読みください。AXIS OSの最新バージョンとリリースノー
トについては、axis.com/support/device-softwareにアクセスしてください。

AXIS C8110 Network Audio Bridge
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1. AXIS OSのファイルをコンピューターにダウンロードします。これらのファイルはaxis.com/
support/device-softwareから無料で入手できます。

2. デバイスに管理者としてログインします。
3. [[MMaaiinntteennaannccee ((メメンンテテナナンンスス))]] >>[[AAXXIISS OOSS uuppggrraaddee ((AAXXIISS OOSSののアアッッププググレレーードド))]] に移動
し、[UUppggrraaddee ((アアッッププググレレーードド))] をクリックします。

アップグレードが完了すると、製品は自動的に再起動します。

技術的な問題、ヒント、解決策

このページで解決策が見つからない場合は、axis.com/supportのトラブルシューティングセクショ
ンに記載されている方法を試してみてください。

フファァーームムウウェェアアののアアッッププググレレーードドでで問問題題がが発発生生すするる

ファームウェアの
アップグレード失敗

ファームウェアのアップグレードに失敗した場合、デバイスは以前の
ファームウェアを再度読み込みます。最も一般的な理由は、間違った
ファームウェアファイルがアップロードされた場合です。デバイスに対
応したファームウェアファイル名であることを確認し、再試行してくだ
さい。

IIPPアアドドレレススのの設設定定でで問問題題がが発発生生すするる

デバイスが別のサブ
ネット上にある

デバイス用のIPアドレスと、デバイスへのアクセスに使用するコン
ピューターのIPアドレスが異なるサブネットにある場合は、IPアドレスを
設定することはできません。ネットワーク管理者に連絡して、適切なIP
アドレスを取得してください。

IPアドレスが別のデ
バイスで使用されて
いる

デバイスをネットワークから切断します。pingコマンドを実行します (コ
マンドウィンドウまたはDOSウィンドウで、pingコマンドとデバイスの
IPアドレスを入力します)。

• Reply from <IP address>: bytes=32; time=10...が表示さ
れた場合は、ネットワーク上の別のデバイスでそのIPアドレスが
すでに使われている可能性があります。ネットワーク管理者から
新しいIPアドレスを取得し、デバイスを再度インストールしてく
ださい。

• Request timed outが表示された場合は、AxisデバイスでそのIP
アドレスを使用できます。この場合は、すべてのケーブル配線を
チェックし、デバイスを再度インストールしてください。

同じサブネット上の
別のデバイスとIPア
ドレスが競合してい
る可能性がある

DHCPサーバーによって動的アドレスが設定される前は、Axisデバイスは
静的IPアドレスを使用します。つまり、デフォルトの静的IPアドレスが別
のデバイスでも使用されていると、デバイスへのアクセスに問題が発生
する可能性があります。

AXIS C8110 Network Audio Bridge
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ブブララウウザザーーかかららデデババイイススににアアククセセススででききなないい

ログインできない HTTPSが有効になっているときは、ログインを試みるときに正しいプロ
トコル (HTTPまたはHTTPS) を使用していることを確認してください。場
合によっては、ブラウザーのアドレスフィールドに手動でhttpまたは
httpsを入力する必要があります。

rootユーザーのパスワードを忘れた場合は、デバイスを工場出荷時の設
定にリセットする必要があります。工場出荷時の設定にリセットする, on
page 14を参照してください。

DHCPによってIPアド
レスが変更された

DHCPサーバーから取得したIPアドレスは動的なアドレスであり、変更さ
れることがあります。IPアドレスが変更された場合は、AXIS IP Utilityまた
はAXIS Device Managerを使用してデバイスのネットワーク上の場所を特
定してください。デバイスのモデルまたはシリアル番号、あるいはDNS
名 (設定されている場合) を使用してデバイスを識別します。

装装置置ににロローーカカルルににアアククセセススででききるるがが、、外外部部かかららアアククセセススででききなないい

デバイスに外部からアクセスする場合は、以下のいずれかのWindows®向けアプリケーションを
使用することをお勧めします。

• AXIS Camera Station：小規模から中規模のシステムに最適です。30日間の試用版を無料
で使用できます。

手順とダウンロードについては、axis.com/vmsにアクセスしてください。

ササウウンンドドフファァイイルルのの問問題題

メディアクリップを
アップロードできま
せん

以下の音声クリップがサポートされています。
• auファイル形式: µ-lawでエンコードされ、8または16 kHzでサンプ
リングされます。

• wavファイル形式: PCM音声でエンコードされます。8または16
ビットのモノラルまたはステレオとしてのエンコードと、8～48
kHzのサンプリングレートをサポートします。

• mp3ファイル形式: ビットレート64 kbps～320 kbpsのモノラルま
たはステレオ、8～48 kHzのサンプリングレート。

メディアクリップが
異なる音量で再生さ
れます

サウンドファイルは一定のゲインで録音されます。音声クリップが異な
るゲインで作成されている場合、異なる音量で再生されます。同じゲイ
ンのクリップを使用していることを確認してください。

AXIS C8110 Network Audio Bridge

https://www.axis.com/vms


17

仕様

製品概要

1 2 3 5

4

6 7 8
1 電源コネクタ (DC)
2 ネットワークコネクター
3 SDメモリーカードスロット
4 ステータスLEDインジケーター
5 コントロールボタン
6 RCAコネクタ
7 オーディオ入力コネクター
8 I/Oコネクター

LEDインジケーター

スステテーータタススLLEEDD 説説明明

緑 正常動作であれば点灯します。

オレンジ 起動時に点灯し、装置のソフトウェアのアップ
グレード中、または工場出荷時の設定にリセッ
ト中に点滅します。

オレンジ/赤 ネットワーク接続が利用できないか、失われた
場合は点滅します。

赤 アップグレードに失敗すると、ゆっくり点滅し
ます。

赤/緑 [[LLooccaattee ddeevviiccee ((装装置置のの発発見見))]]が選択されると
速く点滅します。

SDカードスロット

注意
• SDカード損傷の危険があります。SDカードの挿入と取り外しの際には、鋭利な工具や金属
性の物を使用したり、過剰な力をかけたりしないでください。カードの挿入や取り外しは
指で行ってください。

• データ損失や録画データ破損の危険があります。SDカードを取り外す前に、装置のwebイ
ンターフェースからマウント解除してください。本製品の稼働中はSDカードを取り外さな
いでください。

推奨するSDカードについては、axis.comを参照してください。

AXIS C8110 Network Audio Bridge
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microSD、microSDHC、およびmicroSDXCロゴは、SD-3C LLCの商標です。
microSD、microSDHC、microSDXCは、米国および/または他の国々におけるSD-3C, LLCの商標ま
たは登録商標です。

ボタン

ココンントトロローールルボボタタンン

コントロールボタンは、以下の用途で使用します。
• スピーカーテストのキャリブレーションを行う。コントロールボタンを押して離すと、テ
ストトーンが再生されます。

• 製品を工場出荷時の設定にリセットする。工場出荷時の設定にリセットする, on page 14を
参照してください。

コネクター

ネネッットトワワーーククココネネククタターー

Power over Ethernet (PoE) 対応RJ45イーサネットコネクター

注意
本製品は、シールドネットワークケーブル (STP) を使用して接続してください。本製品は、用
途に合ったケーブルを使用してネットワークに接続してください。ネットワーク装置がメー
カーの指示どおりに設置されていることを確認します。法的要件については、Axisのホーム
ページwww.axis.comでインストールガイドを参照してください。

II//OOココネネククタターー

I/Oコネクターに外部装置を接続し、動体検知、イベントトリガー、アラーム通知などと組み合わ
せて使用することができます。I/Oコネクターは、0 VDC基準点と電力 (12 V DC出力) に加えて、以
下のインターフェースを提供します。

デデジジタタルル入入力力 -- 開回路と閉回路の切り替えが可能な装置 (PIRセンサー、ドア/窓の接触、ガラス破
損検知器など) を接続するための入力です。

デデジジタタルル出出力力 -- リレーやLEDなどの外部装置を接続します。接続された装置は、VAPIX®アプリケー
ションプログラミングインターフェースを通じたイベントまたは本装置のwebインターフェースか
ら有効にすることができます。

4ピンターミナルブロック

機機能能 ピピ
ンン

メメモモ 仕仕様様

DCアース 1 0 VDC

DC出力 2

補助装置の電源供給に使用できます。
注:このピンは、電源出力としてのみ使用できま
す。

12VDC
最大負荷= 50 mA

設定可能 (入
力または出
力)

3–4 デジタル入力 –動作させるにはピン1に接続し、動
作させない場合はフロート状態 (未接続) のままに
します。

0～最大30 VDC

AXIS C8110 Network Audio Bridge
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デジタル出力 –アクティブ時はピン1 (DCアース)
に内部で接続し、非アクティブ時はフロート状態
(未接続) になります。リレーなどの誘導負荷とと
もに使用する場合は、過渡電圧から保護するため
に、負荷と並列にダイオードを接続します。

0～30 VDC (最大)、
オープンドレイン、
100 mA

例:

1 DCアース
2 DC出力12 V、最大50 mA
3 I/O (入力として設定)
4 I/O (出力として設定)

RRCCAAココネネククタタ

白コネクタ (×1) 赤コネクター (×2)

音声出力 音声出力 (左) 音声出力 (右)

AXIS C8110 Network Audio Bridge
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APIコマンド

VAPIX®はAxis独自のオープンAPI (アプリケーションプログラミングインターフェース) です。
VAPIX®を使用することにより、Axisデバイスで使用できるほぼすべての機能を制御することがで
きます。VAPIX®の完全なドキュメントにアクセスするには、axis.com/developer-communityにあ
るAxis開発者コミュニティに参加してください

Webブラウザーにコマンドを入力し、<deviceIP>をデバイスのIPアドレスまたはホスト名と置き
換えます。

重要
APIコマンドはすぐに実行されます。デバイスをリストアまたはリセットすると、すべての設定
が失われます。たとえば、アクションルールなどです。

例: Request
デバイスを再起動
Request
http://<deviceIP>/axis-cgi/restart.cgi

例: Request
デバイスをリストアします。このリクエストは、ほとんどの設定をデフォルト値に戻しますが、IPアドレスは保持しま
す。
Request
http://<deviceIP>/axis-cgi/factorydefault.cgi

例: Request
デバイスをリセットします。このリクエストは、IPアドレスを含むすべての設定をデフォルト値に戻します。
Request
http://<deviceIP>/axis-cgi/hardfactorydefault.cgi

例: Request
すべてのデバイスパラメーターのリストを表示します。
Request
http://<deviceIP>/axis-cgi/param.cgi?action=list

例: Request
デバッグアーカイブを取得します
Request
http://<deviceIP>/axis-cgi/debug/debug.tgz

例: Request
サーバーレポートを取得します
Request
http://<deviceIP>/axis-cgi/serverreport.cgi

例: Request
300秒のネットワークトレースをキャプチャします
Request
http://<deviceIP>/axis-cgi/debug/debug.tgz?cmd=pcapdump&duration=300

例: Request
FTPを有効にします
Request
http://<deviceIP>/axis-cgi/param.cgi?action=update&Network.FTP.Enabled=yes

例: Request
FTPを無効にします
Request
http://<deviceIP>/axis-cgi/param.cgi?action=update&Network.FTP.Enabled=no

例: Request
SSHを有効にします
Request
http://<deviceIP>/axis-cgi/param.cgi?action=update&Network.SSH.Enabled=yes

例: Request
SSHを無効にします
Request

AXIS C8110 Network Audio Bridge
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http://<deviceIP>/axis-cgi/param.cgi?action=update&Network.SSH.Enabled=no
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